特定不妊治療助成事業のお知らせ
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特定不妊治療（体外受精又は顕微授精）を受けられたご夫婦の経済的負担を減らすため、治療費の一部助成を行っています。助成を希望される方は健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）まで申請して下さい。助成を受けることが
できる人


　　　　　　　　　　　ご夫婦又はご夫婦のいずれかが町内に住所を有し、“宮城県不任に悩む
　　　　　　　　　　　方への特定治療支援事業”の承認決定を受けていること。
　　　　　　　　　　　治療期間及び申請日に松島町に住所を有する方が対象となります。

　　　　　　　　　　　　平成30年4月1日以後に行った特定不妊治療（体外受精又は顕微授精）で、宮城県知事が指定した医療機関で行われた治療助成対象となる治療

[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　　１回の治療が終了したら、平成30年度内（平成３1年３月３１日まで）に申請して下さい。

　　　　　　　　　　　　●助成額　　治療１回あたり１０万円が上限　※一部の治療については５万円が上限助成内容

支払った治療費から県の助成額を除いた私費分が対象となります。他市町から助成を受けた場合は対象になりません。
●助成回数　年間2回まで
治療開始時の妻の年齢が40歳未満（通算6回まで）
40歳以上43歳未満（通算3回まで）
※「宮城県不任に悩む方への特定不妊治療支援事業」で1回の治療につき、１５万円（初回のみ３０万円）まで助成されます。詳細につきましては、塩釜保健所（℡022－363－5507）にお問い合わせ下さい




　　　　　　　　　　　 ●治療後に、下記の書類を添えて申請して下さい。　申請方法

①松島町特定不妊治療助成事業申請書
②宮城県不任に悩む方への特定治療支援事業承認決定通知書の写し
③宮城県不任に悩む方への特定治療支援事業受診等証明書の写し及び
本治療に要した費用の領収書の写し
④夫婦であることが確認できる書類（戸籍謄本）
⑤申請者及びその配偶者の住所が確認できる書類（住民票）
※申請時に印鑑と銀行口座（本人名義）がわかるものをご持参ください。
※④、⑤については、ご夫婦とも町内に住所がある場合は省略できます。

不妊に関する悩み等の相談を
ご利用ください
不妊・不育専門相談センター
℡022－728－5225　　（東北大学病院内）
毎週木曜日　15：00～17：00
電話予約の上、面接相談にも応じます
※年末年始、祝日を除く
問合せ・助成申請窓口



健康長寿課健康づくり班（松島町保健福祉センターどんぐり）　　
電話022－355－0703
※詳細につきましては、保健福祉センターまでお問い合わせ下さい。
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